
御所野遺跡で出土した
縄文時代中期の焼失竪穴住居群

なっている。竪穴住居は長軸12m以上の大型、一辺3-6 

mの小型、一辺3m以下の小型に分かれ、 IIー旧期の段

階て¥大型住居 1棟、中型住居 3-4棟、小型住居 1-4 

棟がセットになっていた。ただし、一つの大型住居を核

昨年、岩手県一戸町の御所野遺跡、て、保存状況の良好 とする住居群は必ずしもすぺてが共存したわけでなく、

な縄文時代中期の焼失竪穴住居祉が8棟i出土した。竪穴 中 ・小型の建替えは大型よりも頻繁だったろう 。これに

の上部構造を復原しうる縄文時代の焼失住居祉はきわめ ついても、昨夏の御所野西区における発掘 (1700m')が

てまれであり、筆者らが実測 した住居担J:DE24住を中心に 良好なデータを提供した。発掘された20棟の竪穴住居は

出土状況を報告し、あわせてその復原案を示してみたL、。 II期以降、少なくとも 4段階の変濯をとげており、出土

環状集落の構造 御所野遺跡は今から4500年ほど前に誕 土器が同H寺~\l-Jで、なおかつ焼失状況の近似する v~明(約

生し、 500-600年存続した純文時代中期後半の大規模な 4000年前)の 5棟の建物が同時存在した可能性はきわめ

集落遺跡である。集落は標高200mほどの制長い台地 て高L、。 5棟のうちDF22住がやや小振りの大型、DE18住

(65000耐)J二に営まれている。台地から一段低い西側段 とDE24住が中型、 DH28住とDG26-01住が小型に相当す

丘面にある a馬場平追跡との関係は緊密で、御所野と馬場 る。都品比呂志の用語を{昔用するならば、 l棟の竪穴は

平は一体化した居住領域として、 1 (円前上府 c式)-v r消費単位」、住居群全体は「世帯持た同体」と対応する可

(大木9式)期の変避をとげた。集落はlIlJ則(大木8b式) 能性があるだろう。

から大きく変化し、 墓域中心の環状集落が成立する。二 焼失住居の出土状況 V期に共存した 5棟の住居祉のう

つの環状手11石が東西にならぶ墓域は、台地中央部北側の ち、ここでは中型のDE24住t大型のDF22住をとりあげ

低い平坦而に位置する。この広場=墓域を中心に、集落 る。なお、炭化材はいずれもクリである。

内の建物は環状もしくは扇状に配列する。環状ヲ11石およ DF22住:南北8.2X東西6.8mの南北に長い椅円形平

び墓抜群の外周域で、柱穴が80個検出され、少な〈とも 商で、南壁がやや直線的になる。竪穴の深さは60-70cm。

3棟の掘立柱建物が確認された。 これらの掘立柱建物は、 南壁に近い住置に石囲炉があり、石回炉と南壁のあいだ

いずれも桁行2間×梁間 1聞である。この掘立柱建物群 の床面を一段低〈掘りこんで、両側に石を埋め こむ。竪

の外側には、竪穴住居が3地区にわかれて数百棟分布する。 穴の浬土のうち、賞褐色土を含む褐色土が壁際から大量

住居群のパターン 馬場平では41棟の竪穴住居がまとま に流れ込んで‘おり、周堤と屋根土がそのまま崩壊したも

って発掘され、住居群の構成ノfターンがほぼあきらかに

御所野遺跡OF22住土層断面図 1 : 125 

御所野遺跡函区の遺側全体図(現地説明会資料1996をリライト) 1: 750 OE24住遭備平面図 l・100 御所野遺跡OE24住

6 r;守文研年型1/1997-1



御所野遺跡DE24i.主 南北方向復原断面図 1 : 90 

御所野遺跡DE24i主復原パース

のと考えられる。と ころが、石囲炉の周辺ては、屋根の 土鰻頭形の竪穴住居 建築桃造について挺理 しておく 。

茸き土 と推定される土府が筏1.5mlte.'円形に途切れて ①問堤 と堰板:RfJ堤そのものはみつかっていないが、

いる。天窓の痕跡とみてよかろう。主柱穴は 7ヶ所で雌 竪穴さH土にその崩媛土bしい土層が確認されている。か

認されており、入口は石囲炉にちかい南壁fJliJと推定され、 りに!長i堤が存在しないならば、竪穴壁際の外周域て垂木

墓域=広場を指向している。炭化材は竪穴のほぼ全域か の符i込み1J{J?1r.が検出されるはずであり 、それが確認され

ら出土しているが、なかでも壁の深い南壁から西壁の壁 ないということは、周堤が存在した傍証となる。DF22住

際にかけて、!享さ 3-5 cmの板状の害IJ料カ ;ïi~:立したまま においては、壁際に板状のj!fI刷ーが直立した状態で確認さ

連続し、縦に打ち こんだ杭も内側にややJmれた状態て政 れ、 DE24住でも同様の状況が確認されている。さらに壁

っていた。 これらの壁板と(J!IJ1)'!:の境に、棒状の横材 をと 際には、杭状の材や竪穴の壁際にならぶ横材も確認され

どめる部分があり、これは堰板・杭をとめる繋ぎ材か、 ている。杭状の材て横材そつなぎ‘、竪穴側壁の堰板とな

!司堤につきさした垂木を承りる軒桁のどちらかであろう 。 る板状の告IJ材が内側に倒れるのを防L、だのだろう 。

一方、竪穴中央の床上ーには、炭化した小枝の破片が而状 ②if.lh組と小屋組 :大型 ・中型住居においては、柱は惰

にひろがる。このもやもやとした炭化物府は、 屋根のlr 円形平而に対応し多角形配列をとる。位穴の頂部を横架

き土l習と垂木状の棒材のIHJにくいこんでおり、土屋根の 材で繋ぎ、垂木もしくはサス状の材を求心的に配列して

下地と推定される。このほか梁・桁と推定される太めの いる。柱上を通る材は霊木よりも大〈、隅木的な機能を

材が柱穴を結ぶ位置にみとめられる。 果たしたものと忠われる。陳木の有無は不明。

DE24住 :斜雨下にある束壁は削平され伐存しな L、。平 ③耳き土 と屋根下地:クリの枝を厚〈敷L、て土屋根の

商は円形に近く、南北が4.4m、東西U:.残存苦11て'"3.8mの 下地としている。この場合、垂木のピッチは草葺きと変

小さめの中型住居である。雨壁ーよりに石岡炉があり、や わらず密にはならない。

はり炉から南壁にかけて幅60-70clI1の捌込みをともなう 。 ④天窓 :DF22住の石困炉上而において、天窓の痕跡が

広場の方位と一致する南壁fJliJに入口ぞ設けたのであろう 。 ニヒ層中に確認されたのは画期的な ことである。DE24住の

竪穴は浅く、最もi菜い西側でも30cmあまり。屋根の:(1'き 焼けかたも、天窓の存在を暗示する。そもそも土耳.き住

土と推定される埋土の第3用(最下府) li、黒褐色土に 居の場合、屋内の密封性が著しく、煙出じ府の天窓を設

白色粘土 ・褐色土が浪人した硬い土て¥その下から多量 けないしそのなかで生活することは不可能であろう。

の炭化材がtl-'，土した。1:1'き土の厚さは場所によって異な ⑤石囲炉 と入口:石l副炉は広場のほう に偏向し、 壁と

るが、中央官11でlO-15cmほどである。炭化材は南一回の 炉の問を一段低〈掘り こむ。この掘込み部分は床面の湿

壁際でよく残る。中央音11で炭化料が少ないのは、天窓の 気抜きを兼ねた調理場・作業場だったのではないだろう

存在により、火力行l'央に集中した可能性があり、耳き土 か。この炉端の掘込部分に接して入口を設ける。

の上而て確認された焼土j習も 中央部分が~，l l 、よく焼けて 以上の考察をもとに、DE24住の復原案を考えてみた。

崩落した結果とみなせよう。炭化材のなかで注目される 柱や問堤の市さは不明だが、梁を人間の頭にふれない程

のは、直立して残存していた 4本の柱材(笹15cm)であ 度の高きでおさめ、土葺き に適当な屋根勾配を想定する

る。このほか2ヶ所で主柱穴が確認されており、住配置 ことによ って、 おおよそのスケーノレを把握する ことが可

は6角形を?なす。竪穴の中心にむかつて倒れた垂木もし 能だろう。入口と天窓の詳制は不明だが、樺太ニブヒの

くはサス状の材、あるいは梁 ・桁状の材む確認できる。 土主主き竪穴1:1二!苦の笹子天窓や扉を参考に図示 してみた。

(浅川滋男・西山和宏/平J戚'i:_~跡制限利査部1)
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